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防火啓発作品展

金賞
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向
春
の
候　

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
益
々
ご
清
祥
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

去
る
、
令
和
３
年
12
月
３
日
に
、
湖
南
防
火
保
安

協
会
創
立
40
周
年
記
念
式
典
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

　

感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
た
会
場
で
、
皆
様
方
の

お
力
添
え
を
頂
き
無
事
に
式
典
を
執
り
行
う
こ
と
が

で
き
、
当
日
は
、
多
数
の
ご
来
賓
の
方
々
に
ご
列
席

を
頂
き
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
の
災
害
は
世
界
的
規
模
で
異
常
気
象

に
起
因
す
る
記
録
的
な
豪
雨
や
洪
水
、
土
砂
災
害
な

ど
、
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
自
然
災
害
に
よ

り
驚
異
的
な
被
害
を
も
た
ら
せ
て
お
り
、
改
め
て
日

頃
の
災
害
に
対
す
る
備
え
の
重
要
性
を
考
え
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
当
協
会
は
、
平
成
18
年
３
月
に
、
湖
南

広
域
消
防
局
と
「
災
害
時
の
消
防
活
動
支
援
協
定
」

を
締
結
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
た
時
は
支
援
登
録
事
業
所
が
一
丸
と
な
っ
て
地
域

の
防
火
防
災
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
が
、
今
後
は
、

支
援
組
織
の
拡
充
を
図
り
、
構
成
市
と
更
な
る
連
携

を
強
化
し
、
安
全
で
安
心
な
湖
南
地
域
の
実
現
を
目

指
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
事
業
所
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ 

ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
事
業
所
様
の
益
々
の
ご
繁
栄
と
会

員
様
の
ご
健
康
ご
多
幸
と
災
害
の
な
い
平
穏
な
年
で

あ
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
あ
げ
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

会
長
挨
拶
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令
和
３
年
12
月
３
日
（
金
）
に
創
立
40
周

年
記
念
式
典
を
草
津
市
内
で
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
当
日
は
、
武
村
展
典
衆
議
院
議
員
を

は
じ
め
湖
南
四
市
の
市
長
、
管
内
県
会
議

員
、
県
内
防
火
保
安
協
会
の
会
長
な
ど
多
く

の
来
賓
と
会
員
事
業
所
の
方
々
１
２
０
名
も

の
皆
さ
ま
に
御
参
加
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催

で
き
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
記
念
式
典
で
は
、
創
立
40
周
年

の
経
過
報
告
に
引
き
続
き
、
協
会
の
運
営
・

発
展
に
多
大
の
貢
献
を
賜
り
ま
し
た
方
に
感

謝
状
、
功
労
者
表
彰
を
行
い
、
そ
の
栄
誉
を

称
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
、
武
村
展
英
衆
議
院
議

員
、
岩
佐
弘
明
滋
賀
県
議
会
副
議
長
、
橋
川

渉
草
津
市
長
様
な
ど
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
戴
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
創
立
40
周
年
記
念
と
し
て
、
湖
南

広
域
消
防
局
に
記
念
品
を
寄
贈
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
記
念
講
演
は
、
日
本
防
災
士
機

構
特
任
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
元
消
防
庁
次
長
・

内
閣
審
議
官
（
事
態
対
応
・
危
機
管
理
担
当
）

を
務
め
ら
れ
た
大
庭
誠
司
様
か
ら
、「
シ
ン
・

ゴ
ジ
ラ
が
語
る
我
が
国
の
危
機
管
理
」
と
題

し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
我
が
国
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
、

そ
の
姿
を
国
民
に
提
示
し
た
映
画
「
シ
ン
・

ゴ
ジ
ラ
」
を
端
緒
と
し
て
、
官
邸
を
中
心
と

し
た
危
機
管
理
体
制
の
現
状
と
課
題
、
地
域

の
防
災
体
制
、
ま
た
、
永
年
危
機
管
理
に
携

わ
れ
た
者
と
し
て
の
経
験
を
踏
ま
え
た
真
に

迫
る
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

危
機
管
理
は
、
地
震
や
台
風
と
い
っ
た
自

然
災
害
だ
け
で
な
く
、
事
故
や
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
と
い
っ
た
事
態
に
対
し
て
も
備
え
て
お
く

必
要
が
あ
り
、
結
び
に
、
危
機
管
理
に
お
け

る
リ
ー
ダ
ー
論
と
し
て
、
災
害
対
処
と
向
き

合
う
、
物
事
か
ら
逃
げ
な
い
、
繰
り
返
し
の

訓
練
：
場
感
覚
、
胆
力
、
平
常
心
の
養
成
等

危
機
管
理
の
重
要
性
と
併
せ
て
ト
ッ
プ
自
ら

訓
練
に
積
極
的
に
参
加
す
れ
ば
組
織
の
重
み

が
増
す
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

特別表彰受賞の皆さま
協会功労者感謝状 中西壮一郎 様（中西建設㈱）

協会功労者表彰

北中　良樹 様（㈱北中工業）

田中　義信 様（㈱田中誠文堂）

川嶋　栄司 様（㈱川嶋機械）

白井　幸則 様（エールコーポレーション㈱）

片岡　昭芳 様（㈱かめやクリーニング）

優 良 事 業 所

草津電機㈱ 様

三恵工業㈱ 様

（一財）守山野洲市民交流プラサゲライズヴィル都賀山 様

ピー･アンド･ジー㈱滋賀工場 様

優 良 従 業 員

海外　　剛 様（ダイキン工業㈱滋賀製作所）

宇野　光彦 様（積水化学工業㈱滋賀栗東工場）

古川　秀樹 様（JNCファイバーズ㈱守山工場）

山本　真嗣 様（㈱山本管工）

着ぐるみ防火衣・ヘルメット　２セット

救助訓練用人形　１体 心肺蘇生人形トレーニングセット
1セット

寄贈物品 

記念講演　大庭誠司様 加藤会長挨拶

湖南防火保安協会創立40周年
 記念式典を挙行しました。
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新
春
を
飾
る
消
防
出
初
式
が
去
る
１
月
９
日

（
日
）
に
管
内
一
斉
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

協
会
役
員
が
式
典
会
場
に
列
席
し
、
参
加
者

の
皆
さ
ま
と
、
こ
の
一
年
間
の
防
火
防
災
意
識

の
高
揚
と
安
全
で
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
祈
念

さ
れ
ま
し
た
。

消
防
出
初
式

　

管
内
の
消
防
団
が
、
年
末
の
「
火
の
用
心
」

を
市
民
の
皆
さ
ま
に
訴
え
、
併
せ
て
消
防
団
員

の
士
気
高
揚
を
図
る
た
め
、
出
動
式
が
実
施
さ

れ
、
支
部
長
ら
が
出
席
し
て
、
消
防
団
員
の
皆

さ
ん
に
激
励
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
草
津
市
消
防
団
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
の
防
止
を
図
る
た

め
出
席
者
を
抑
制
し
て
実
施
さ
れ
た
こ
と
か
ら

協
会
役
員
は
出
席
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

各
消
防
分
団
に
よ
る
市
内
巡
回
広
報
活
動
は
12

月
30
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
年
末
夜
警
出
動
式

　

令
和
３
年
秋
の
火
災
予
防
運
動
（
11
月

９
日
か
ら
15
日
）
が
始
ま
る
前
日
の
８
日

に
、
北
消
防
署
員
と
守
山
市
消
防
団
員
が

自
転
車
に
乗
っ
て
守
山
市
内
を
「
防
火
サ

イ
ク
ル
２
０
２
１
」
で
防
火
広
報
活
動
を

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

湖
南
広
域
消
防
局
北
消
防
署
で
出
発
式

が
行
わ
れ
、
一
日
消
防
署
長
に
旭
化
成
㈱

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
モ
デ
ル
の
橘
遥
菜
さ
ん

が
就
任
さ
れ
、
平
井
壽
一
守
山
市
消
防
団

長
、
今
井
均
北
消
防
署
長
ら
の
出
席
を
い

た
だ
き
、
橘
署
長
の
激
励
の
挨
拶
後
に
、

団
員
・
署
員
が
ス
ポ
ー
ツ
自
転
車
に
ま
た

が
り
、
守
山
市
役
所
、
市
内
大
規
模
店
舗

を
巡
回
さ
れ
、
途
中
行
き
交
う
市
民
の
皆

さ
ん
に
「
住
宅
火
災
警
報
器
の
設
置
」
な

ど
を
呼
び
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
北
消
防
署

を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
守

山
市
役
所
、
モ
リ
ー

ブ
並
び
に
ピ
エ
リ
守

山
を
訪
問
し
て
第
２

な
ぎ
さ
公
園
ま
で

走
行
さ
れ
ま
し
た
。 

訪
問
先
で
は
、
防
火

の
ぼ
り
旗
（
湖
南
防

火
保
安
協
会
の
提
供

物
品
）
を
手
渡
し
、 

事
業
所
の
防
火
防
災
の
意
識
高
揚
な
ど
を

訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
事
業
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
守

山
市
消
防
団
と
北
消
防
署
が
連
携
し
て
実

施
さ
れ
、
サ
イ
ク
ル
で
の
機
動
性
を
活
か

し
た
火
災
予
防
を
啓
発
さ
れ
ま
し
た
。

【
北
消
防
署
】

署
員
ら
が
自
転
車
に
乗
っ
て
火
災
予
防
を
呼
び
掛
け

栗東市消防団の出動式

草津市消防出初式

出発式

第２なぎさ公園 店舗での啓発

野洲市消防団の出動式

守山市消防出初式
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　弊社における防火・防災の取組みについてご紹介させていただきます。

【事業場の概要】

　JNCファイバーズ株式会社守山工場は、1963年（昭和38年）５月にチッソグループ（当時、新日本窒素肥料株式会社）
のチッソポロプロ繊維株式会社として設立し、2011年（平成18年）にチッソの事業継承会社として社名を変更しまし
た。この間にフィルター事業所を設立して、熱可塑性樹脂を成分とする合成繊維、不織布及び合成樹脂製カートリッ
ジフィルターの開発と製造をおこない、『安全常に』をモットーに安全衛生活動および生物多様性に係る『水との共生』
を目指した地域との環境保全活動に取り組んでいます。

【防火・防災体制】

　消防計画及びBCP規程に基づき、全従業員は入社と同時に防災対策本部組織に編入されます。組織は対策本部（本
部長、防災指令、総務班、情報班）と前線本部（総括管理者率いる自衛消防隊）で組織されいずれかの班で編成時の
役割が決まっています。

【防火・防災訓練】

１．従業員教育

　受入れ教育、自衛消防業務講習受講（34名）や防火保安協会の訓練大会への参加。
２．BCP初動訓練含む総合防災訓練

　年１回、全従業員（日勤者）を対象にBCP初動操作含む総合防災訓練を実施します。
　訓練前に担当毎の役割と改善点を再確認し、訓練後レビューをおこないブラッシュアップしています。
３．三交替職場防火訓練

　交替職場で夜間を想定した防火訓練を全該当職場で実施し、防火防災管理者が立ち合い、良かった点や改善点を共
有しています。屋外消火栓操法の教育もおこないます。
４．緊急地震速報試験放送、緊急時通報訓練

　年数回の安否確認訓練や緊急地震速報試験放送で地震に対する初動認識を深め、年に１回、緊急時通報訓練を実施
し、非常時の連絡先に変更や誤り、漏れがないかを確認しています。

【その他】

　青野年治工場長が東日本大震災時の防災本部での経験を元に防火防災訓練の大切さを認識し、全従業員が一丸と
なって、防災意識を高め、いつ何が起きても対応ができるように訓練を重ねていきます。

防火防災のとりくみ（JNCファイバーズ株式会社）

総合防災訓練自衛消防隊編成 総合防災訓練放水 交替職場防火訓練放水
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【最優秀作品】
消したかな　気にする習慣　大切に

� 株式会社ジーエス・ユアサテクノロジー草津事業所　宮本　建一 様　　　

令和４年防火標語が決定しました。

　

会
員
事
業
所
の
皆
さ
ま
か
ら
防
火
標
語
を
令
和
３
年

11
月
１
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で
募
集
い
た
し
ま
し
た
と

こ
ろ 

１
４
２
作
品
の
応
募
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
作
品
１
点
、
優
秀
作
品
４
点

が
決
定
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
最
優
秀
作
品
は
、
今
年
の
防
火
標
語
と
し
て

一
年
間
協
会
事
業
、
会
報
を
始
め
火
災
予
防
啓
発
物
品

な
ど
に
記
載
し
て
幅
広
く
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【優秀作品】

　忘れるな　手洗い　マスク　火の始末
競馬保安協会栗東保安隊 中　野　光　平 様

　消えるまで　あなたの責任　その火元
西日本積水工業株式会社 森　　　雅　貴 様

　消す心　燃やし続けよ　尽きるまで
川重冷熱工業株式会社滋賀工場 下　池　　　凛 様

　おうち時間　防火と防災　二刀流
競馬保安協会栗東保安隊 清　水　裕太郎 様

　

湖
南
広
域
消
防
局
が
、
子
ど
も

達
の
自
由
な
発
想
と
表
現
を
通

じ
て
火
の
怖
さ
と
正
し
い
取
り

扱
い
を
学
び
、
防
火
を
考
え
る
機

会
と
し
て
、
昭
和
46
年
か
ら
管

内
の
小
学
５
年
生
を
対
象
と
し

た
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る
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５
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第
50
回
記
念

�

防
火
ポ
ス
タ
ー
展

毛筆書写部門 ポスター部門

小学校名 氏　名 小学校名 氏　名

金賞 立入が丘 中西華羚 河　　西 西村咲希

銀賞 中　　洲 谷口杏奈 草津第２ 森岡　陸

銅賞
南 笠 東 寺元俊晴 大 宝 東 松尾祥秀

河　　西 西山快利 守　　山 大森雄真

各種試験・講習会のご案内令和４年度

□危険物取扱者保安講習【法定講習】 �▶お問い合せ先：（一社）滋賀県防火保安協会連合会　℡ 077－521－3921
講　習　日 講習種別 講習時間 講習会場 受付期間

７月13日（水） 給油取扱所 ９時30分～12時30分 野洲文化小劇場 ６月15日（水）～６月23日（木）
７月12日（火） 給油取扱所

以外の施設 13時30分～16時30分 野洲文化小劇場
（野洲市小篠原2142）

６月15日（水）～６月23日（木）７月13日（水）
10月18日（火） ９月12日（月）～９月20日（火）

※湖南地域以外での開催日程等については、（一社）滋賀県防火保安協会連合会のホームページをご確認下さい。

□消防設備士【法定講習】 �▶お問い合せ先：（一社）滋賀県防火保安協会連合会　℡ 077－521－3921
講　習　日 講習種別 講習時間 講習会場 受付期間

８月23日（火） 消火設備
９時30分～16時45分 野洲文化小劇場

（野洲市小篠原2142） ８月１日（月）～８月８日（月）８月24日（水） 警報設備８月25日（木）
８月26日（金） 避難設備・消火器
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□危険物取扱者試験受験対策講習会 � ▶お問い合せ先：湖南防火保安協会　℡ 077－552－3000

受講料 会員 予備講習会　5,000円 直前対策講習会　3,000円 定員 各講習
100名一般 予備講習会　6,500円 直前対策講習会　3,500円

予備講習会 講習時間 講習会場 直前対策講習会 講習時間 講習会場 受付開始日・場所
５月21日（土）

９時00分～
 16時00分

守山市
防災センター

（守山市石田町
377－1）

湖南広域消防局
北消防署併設

５月28日（土）

９時00分～
 12時00分

守山市
防災センター

（守山市石田町
377－1）

湖南広域消防局
北消防署併設

４月18日（月）から当日 
各消防署・本会

７月16日（土） ７月23日（土） ６月13日（月）から当日 
各消防署・本会

10月１日（土） 10月８日（土） ８月22日（月）から当日 
各消防署・本会

11月26日（土） 12月３日（土） 10月24日（月）から当日 
各消防署・本会

２月11日（土）祝 ２月18日（土） １月９日（月）から当日 
各消防署・本会

□防火管理講習 � ▶お問い合せ先：（一財）日本防火・防災協会　℡ 03－6263－9903
講　習　日 講習種別 講習会場 受付期間

６月７日（火）・８日（水） 甲種新規・乙種併催防火管理講習
守山商工会議所

（守山市吉身三丁目
11番43号）

４月４日（月）～４月11日（月）
９月６日（火）・７日（水） 甲種防火管理新規講習 ７月21日（木）～７月28日（木）
10月12日（水）・13日（木） 甲種新規・乙種併催防火管理講習 ８月29日（月）～９月５日（月）
12月６日（火）・７日（水） 甲種新規・乙種併催防火管理講習 10月19日（水）～10月26日（水）

２月１日（水） 甲種防火管理再講習 11月28日（月）～12月５日（月）
３月14（火）・15日（水） 甲種防火管理新規講習 １月25日（水）～２月１日（水）

受講料
甲種防火管理新規講習　8,000円

定員 各講習
120名乙種防火管理講習　　　7,000円

防火管理講習再講習　　7,000円

□危険物取扱者試験（前期）� ▶お問い合せ先：（一財）消防試験研究センター滋賀県支部　℡ 077－525－2977
回 試験日 開始時間 試験の種類 受験地 試験会場 願書受付期間 結果発表日
1 ６月４日（土） 10時00分 選択 乙種４類

大　
　

津　
　

市

コ
ラ
ボ
し
が
21

〔電子申請〕
４月８日（金）～
 ４月12日（火）

〔書面申請〕
４月11日（月）～
 ４月15日（金）
 ★消印有効

６月29日（水）

14時00分 不可
2 ６月５日（日） 10時00分 乙種４類、丙種

14時00分 甲種、乙種12356類
3 ６月６日（月） 10時00分 選択 乙種４類14時00分 不可
4 ６月７日（火） 10時00分 乙種４類、丙種

14時00分 甲種、乙種12356類
5 ６月８日（水） 10時00分 選択 乙種４類14時00分 不可
6 ８月１日（月） 10時00分 選択 乙種４類

大　
　

津　
　

市

〔電子申請〕
６月３日（金）～
 ６月７日（火）

〔書面申請〕
６月６日（月）～
 ６月10日（金）
 ★消印有効

８月25日（木）

14時00分 不可
7 ８月２日（火） 10時00分 乙種４類、丙種

14時00分 甲種、乙種12356類
8 ８月３日（水） 10時00分 選択 乙種４類14時00分 不可
9 ８月４日（木） 10時00分 乙種４類、丙種

14時00分 甲種、乙種12356類
10 ８月５日（金） 10時00分 選択 乙種４類14時00分 不可
11 10月15日（土） 10時00分 選択 乙種４類

大　
　

津　
　

市

〔電子申請〕
８月26日（金）～
 ８月30日（火）

〔書面申請〕
８月29日（月）～
 ９月２日（金）
 ★消印有効

11月９日（水）

14時00分 不可
12 10月16日（日） 10時00分 乙種４類、丙種

14時00分 甲種、乙種12356類
13 10月17日（月） 10時00分 選択 乙種４類14時00分 不可
14 10月18日（火） 10時00分 乙種４類、丙種

14時00分 甲種、乙種12356類
15 10月19日（水） 10時00分 選択 乙種４類14時00分 不可

□消防設備士試験（前期）� ▶お問い合せ先：（一財）消防試験研究センター滋賀県支部　℡ 077－525－2977
回 試験日 開始時間 試験の種類 受験地 試験会場 願書受付期間 結果発表日
1 ６月18日（土） 10時00分 乙種４・７類

大　

津　

市

コ
ラ
ボ
し
が
21

〔電子申請〕
４月19日（火）～
 ４月25日（月）

〔書面申請〕
４月22日（金）～
 ４月28日（木）
★消印有効

７月25日（月）

13時30分 甲種４類
2 ６月19日（日） 10時00分 乙種５・６類

13時30分 甲種１・２・３類
3 ６月20日（月） 10時00分 乙種１・２・３・４・７類

13時30分 甲種特類、甲種４・５類
4 ６月21日（火） 10時00分 乙種５・６類

13時30分 甲種１・２・３類
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令和３年の火災統計から見る火災予防対策

メンテナンスの適正な周期を見直しましょう！

　当消防局管内における令和３年の火災件数は86件で、
前年比11件の増加となりました。その内、事業所で発生
した建物火災は、23件で前年比５件の減少となりました。
　火災原因では、「電気機器」、「たき火」、「たばこ」が多
くなっています。事業所火災では、「屋内配線」に起因す
るものも多く見られます。

令和３年の火災及び事業所火災件数
火災件数

（昨年との比較）
事業所火災（建物）
（昨年との比較）

86件 （＋11件）23件 （－５件）

令和３年の事業所火災の主な原因
発生月 用途 火災原因

２月 工場・
作業所

ごみの破砕過程で、リチウムイオン電池
が衝撃により、電極がショートして発火
したもの。

４月 店舗
調理のため食用油を、フライパンに入れ
加熱したまま放置したため、内部の油が
発火したもの。

４月 工場・
作業所

サンダーにて金属を研磨作業中、発生し
た火花が、排気ダクト内に蓄積された鉄
粉等の金属屑に着火したもの。

８月 事務所 何者かが、事業所トイレ内のトイレット
ペーパー等に放火したもの。

10月 飲食店
屋内配線の結線部分に水分が介在、絶縁
劣化が生じ、異常発熱したことで絶縁被
覆を溶融させ出火したもの。

11月 店舗
ごみ箱に捨てられたたばこの吸殻がごみ
箱内の可燃物に燃え移り、さらにごみ箱
周囲に延焼拡大したもの。

令和３年の火災原因ＴＯＰ３
令和３年（全体）
（昨年との比較）

令和３年（事業所）
（昨年との比較）

電気機器 11件（＋６件）電気機器 ３件（±０件）
たき火 ８件（－１件）屋内配線 ３件（＋３件）
たばこ ８件（＋４件）放火（疑い） ３件（－２件）

　まちかど救急ステーションとは、事業所内に自動体外式除細動器（AED）を設置し、普通救命講習を修了
した従業員が職場内や近隣において発生した事故や急病人に対して、応急手当てを実施できる施設として認定
することにより、地域において大切な命を守る環境整備を推進する制度です。

大好きな地域を守るために、あなたの職場も
� 『まちかど救急ステーション』に登録をお願いします。

これらの事業所での火災を防ぐ対策として、次のことに注意しましょう！
電気機器・屋内配線の火災対策
電気配線の適切な維持管理をしましょう。
老朽化した器具や配線の交換をしましょう。

放火対策
建物の周囲に燃えやすいものを置かないようにしましょう。
夜間は照明を点灯しましょう。

まちかど救急ステーションへのお問い合わせ
お近くの消防署　又は　湖南広域消防局　救命救急課

救命救急課
TEL 077-552-9922

※ まちかど救急ステーションへの登録は、普通救命講習修了者が勤務していることや
AEDが設置されている等の条件があります。

合計

103施設
草津市 守山市 栗東市 野洲市

34施設 27施設 28施設 14施設

認定事業所数（令和４年１月１日現在）協力事業所標章

まちかど救急ステーション
～救急協力事業所表示制度～
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避難経路について確認しましょう！
あなたの職場は大丈夫ですか？　今すぐ、チェックしてください！
　避難経路となる階段等の施設に避難の支障となる物件が置かれている場合や、防火戸の閉鎖の支障となる
物件が置かれている場合、火災発生時に被害が拡大するおそれがあり、結果として大切な命が奪われること
になるかもしれません。

　階段や通路、避難口などに物を置くことは、重大な消防法令違反です。

　・階段や避難口の防火戸の前
　・階段の踊り場等
　・バルコニー等の避難ハッチ下や隣戸との仕切板の前

ちょっとだけなら・・・「あなたのちょっと」は、
ちょっとが「ずっと」・・・になっていませんか？

令和４年３月１日（火）から７日（月）まで

令和３年度全国統一防火標語

「おうち時間　家族で点検　火の始末」

　この季節は、空気が乾燥して火災が発生しやすくなっています。
　本運動を機会に、今一度、防火の重要性を再認識いただき、火災による死傷者の発生や財産
の損失を防ぐため、身近な出火防止対策への取り組みにご協力をお願いいたします。

―　湖南広域消防局からのお知らせ　―

の火災予防運動

ライくん レイちゃん
《湖南広域消防局キャラクター》

×

消防法令に基づいて設置されている
旧規格消火器は2021年12月31日までに交換が必要です

消火器の設計標準使用期限はおおむね１０年です

一般社団法人　日本消火器工業会

　消防法令に基づいて消火器の設置が義務付けられている建物等で、2011年1月1日の規格省令改正により既に型
式が失効している消火器を継続的に設置できるのは2021年12月31日までです。2022年1月1日以降は、型式が失
効した消火器の設置は認められませんので、計画的な交換・リサイクルをお願いいたします。
　なお、製造年が2012年以降のものは旧規格消火器ではありません。製造年が2011年以前のものについて、次の
内容を確認して下さい。

　見た目が新しく見える消火器でも、長い間設置していると経年で不具合が生じる
ことがあります。メーカーが推奨する消火器の設計標準使用期限は製造よりおおむ
ね１０年（住宅用消火器はおおむね5年）です。
　新規格の消火器の本体には「設計標準使用期限」が書かれています。設計標準使
用期限が書かれていない消火器は旧規格ですので、早めの交換をお願いします。
　ご家庭等に自主的に設置している消火器については、消防法令上の交換義務はあ
りませんが、使用期限内での交換を推奨します。
　なお、新規格の消火器の本体には「設計標準使用期限」が書かれています。設計
標準使用期限が書かれていない消火器は旧規格です。

旧
規
格

適応火災のマーク適応火災マークを確認してください！

文字表示の消火器は、
交換が必要です。

絵表示の消火器は、
今後も設置可能です。

新
規
格

旧
規
格

新
規
格

普通火災用 油火災用 電気火災用

 　ご不要の消火器は廃棄の窓口となる「特定窓口」（消火器販売店等）または
「指定引取場所」（メーカー営業所等）へお持ちください。
 　お近くの窓口は消火器リサイクル推進センターのホームページまたはお電話
（03－5829－6773）でご確認できます。 廃棄窓口はスマホで検索

2019.6

ご不要になった消火器はお近くの販売店へ

〒111-0051　東京都台東区蔵前 3-15-7
TEL：03-3866-6258　
FAX：03-3864-5265
www.j fema.or . jp

×

消防法令に基づいて設置されている
旧規格消火器は2021年12月31日までに交換が必要です

消火器の設計標準使用期限はおおむね１０年です

一般社団法人　日本消火器工業会

　消防法令に基づいて消火器の設置が義務付けられている建物等で、2011年1月1日の規格省令改正により既に型
式が失効している消火器を継続的に設置できるのは2021年12月31日までです。2022年1月1日以降は、型式が失
効した消火器の設置は認められませんので、計画的な交換・リサイクルをお願いいたします。
　なお、製造年が2012年以降のものは旧規格消火器ではありません。製造年が2011年以前のものについて、次の
内容を確認して下さい。

　見た目が新しく見える消火器でも、長い間設置していると経年で不具合が生じる
ことがあります。メーカーが推奨する消火器の設計標準使用期限は製造よりおおむ
ね１０年（住宅用消火器はおおむね5年）です。
　新規格の消火器の本体には「設計標準使用期限」が書かれています。設計標準使
用期限が書かれていない消火器は旧規格ですので、早めの交換をお願いします。
　ご家庭等に自主的に設置している消火器については、消防法令上の交換義務はあ
りませんが、使用期限内での交換を推奨します。
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